
萩原地区の堤防補強について

71

「河川区域での対策」
＜堤防強化＞



新萩原橋

球
磨
川
大
橋

河川区域での対策（萩原地区の堤防補強） 72

○八代市の萩原地区では、堤防前面の深掘れ対策を平成２２年に概ね完了し、矢板打
設によるすべり等対策を平成２９年に完了しており、平成３０年から断面が不足し
ている箇所の堤防補強対策を実施中。

○「ダムによらない治水を検討する場」で積み上げた対策の１つであり、引き続き、
事業を推進していく。

○その他の堤防補強の必要な地区・箇所においても対策を検討・実施していく。

萩原地区

堤防補強

Ｒ１まで実施

凡 例

Ｒ２以降予定

萩原地区の堤防補強

肥薩おれんじ鉄道

現況地盤面

▽計画高水位(H.W.L)

堤防補強（断面拡幅）

ＪＲ肥薩線

深掘れ箇所
7k600
（右岸）

法面すべり、浸透対策（矢板設置）

深掘れ対策

矢板設置

堤防補強状況

堤体下部整備完了（R2.6）

掘削



既存ダムの洪水調節機能強化について

73

「河川区域での対策」
＜既存施設の活用＞



河川区域での対策（既存ダムの洪水調節機能強化） 74

○球磨川では、令和２年５月に「球磨川水系既存ダム洪水調節機能強化に係る協議会」で締
結した治水協定に基づき、令和２年度出水期から事前放流の実施に着手。

○緊急時の洪水調節に既存ダムの有効貯水容量を最大限活用できるよう、洪水調節機能の
強化や予測精度向上等について、関係機関連携の下、取り組みを推進していく。

球磨村

五木村

湯前町

錦町

▲

球磨川

人吉市

水上村

山江村

▲

八代市

▲

伊佐市
えびの市

八代市

あさぎり町

油谷川

芦北町

相良村 多良木町

内谷ダム
（五木小川）

油谷ダム
（油谷川）

瀬戸石ダム
（球磨川）

清願寺ダム
（免田川）

市房ダム
（球磨川）

幸野ダム
（球磨川）

■利水容量の洪水調節への活用（イメージ）

■球磨川水系の対象６ダム

瀬戸石ダム 油谷ダム

幸野ダム清願寺ダム

内谷ダム

市房ダム
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「河川区域での対策」
＜熊本県管理区間＞

治水対策の考え方について



球磨川支川の氾濫形態と治水対策の方向性【人吉部・上流部①】

○人吉市街部では、本川からの氾濫に加え、本川の水位上昇により、万江川、山田川、胸川などの支川の水位も上昇した。その結
果、洪水が流れにくくなるバックウォーター現象が発生し、支川からの氾濫も発生した。球磨川上流の本支川合流部でも同様の
メカニズムにより氾濫している。

〇一方で各支川のバックウォーター区間より上流側では、洪水は河道内を概ね流下している（一部区間を除く）。
〇支川堤防高のうち、本川の影響を受ける区間は、球磨川本川堤防と同じ高さを基本に整備を進めている。そのため、球磨川本川
の水位を堤防天端高さ以下に下げることで、支川の水位を低下させ、支川からの氾濫を大きく改善できる。

○また、河道掘削や堤防の強化など必要な対策も実施する。

76

本支川合流部の水位低下の模式図（山田川）

本川堤防高

今次洪水水位

バックウォーター現象による氾濫

堤防高以下に
水位を下げる

山田川 球磨川

T.P.107.8m

※万江川、胸川なども同様

治水対策後の水位

900m～1000m程度

山田川（五十鈴橋上流右岸）

7/4 6:31

0K500付近本支川合流部の標高（山田川）

人吉大橋危機管理型水位計
T.P107.8m(7月4日9:50)

T.P.105.3

T.P.106.5

T.P.105.3

T.P.106.0

T.P.106.6

T.P.107.7

T.P.109.2

T.P.106.9

T.P.107.6

T.P.109.4

T.P.108.4

T.P.108.9

1K000

堤防高＞本川水位

堤防高＜本川水位

推定される越水方向

6：10

6：31

6：57

6：32

時間は氾濫開始時刻※

※氾濫開始時刻は第2回検証委員会資料を参照

6：15

1K000

浸水箇所

山田川平面図

バックウォーター
現象による氾濫

河川からの氾濫なし

T.P.105.6T.P.105.3



球磨川支川の氾濫形態と治水対策の方向性【人吉部・上流部②】 77

万江川浸水状況

万江川橋

左岸越水
万江川橋
0K712付近

写真①7/4 9:41

下林排水桶管
0K825付近

堤防天端浸水なし 堤防天端浸水

写真②7/4 9:40

浸水箇所万江川平面図

4K000

7K000

8K000

9K000

10K000

水道局
T.P.102.5

T.P.103.4

T.P.106.7

万江川橋

T.P.104.7

T.P.103.2
越水なし

本支川合流部（万江川）の標高

ピーク時間
万江川 7:50（3K300自流区間）
球磨川 9:50（人吉大橋危機管理型水位計）

推定される越水方向

堤防高＞水道局痕跡水位

堤防高＜水道局痕跡水位

痕跡水位



球磨川支川の氾濫形態と治水対策の方向性【川辺川筋】

相
良
橋

柳
瀬
橋

観
音
橋

平
川
橋

相
良
大
橋

境
田
橋

夫
婦
橋

高
尾
野
橋

川
辺
大
橋

田
代
橋

六
藤
橋

永江地区 県川辺観測所（県）

川辺大橋カメラ 5:48

浸水調査結果 浸水箇所

村
道
部
の
浸
水

：実績浸水範囲調査結果

午前5:00頃の状況 午前5:50頃の状況 午前9:00時頃の状況

○浸水調査結果と浸水解析結果をもとに浸水形態について確認すると、川辺川の水位上昇により、堤防高が低
い箇所から越水が始まっている。
〇そのため、堤防高さが不足している箇所について、築堤・堤防嵩上げを実施する。
○また、河道掘削や堤防の強化など必要な対策も実施する。
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堤防高が
低い区間

推定される越水方向

今次出水時における永江地区の浸水形態について、氾濫解析モデルによる浸水解析結果



球磨川支川の治水対策のイメージ【人吉部・上流部・川辺川筋】

○持続可能な河道の流下能力の維持・向上として、災害復旧事業、堆積土砂の掘削などを実施する。
○氾濫水を減らす対策として、築堤・堤防嵩上げ、堤防強化、放水路整備などを実施する。
○流水の貯留対策として遊水地（堀込方式や地役権補償方式）、浸水範囲を減らす対策として輪中堤等の検討
を行う。
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【堤防強化】

ブロック等で補強法尻深掘れの進行の遅
延

雨水の浸透抑制

法肩部崩壊の進行の遅延

アスファルト等で保
護

堤防天端の保護

堤防裏法の補強

【遊水地】

【築堤】

田畑

河川

田畑

田畑田畑

田畑

田畑

【輪中堤】

※対策については変更になる可能性がある



球磨川支川の氾濫形態と治水対策の方向性【中流部】

○球磨川中流部では、本川からの氾濫に加え、本川の水位上昇により、川内川、小川などの支川の水位も上昇した。そ
の結果、洪水が流れにくくなるバックウォーター現象と河道の埋塞により、支川からの氾濫が発生した。

〇各支川のバックウォーター区間より上流側では、河道が埋塞もしくは大半が土砂で埋まった結果、洪水が河道から溢
れる氾濫が発生している。

〇支川堤防高のうち、本川水位の影響を受ける区間は、球磨川本川堤防と同じ高さを基本に整備を進めている。そのた
め、球磨川本川の水位を下げることで、支川の水位を低下させ、支川からの氾濫を大きく改善させる。

〇加えて、河道内の土砂の撤去及び崩壊斜面からの土砂や流木の流入を抑制することで、再度の河道埋塞を防止する。
○また、河道掘削や堤防の強化など必要な対策も実施する。

R2.7浸水区域

川内川平面図
河道埋塞による氾濫の模式図

氾濫

土砂

河道内の土砂撤去

本支川合流部の水位低下の模式図

堤防高

今次洪水水位

バックウォーター現象による氾濫

堤防高（又は地盤高）
以下に水位を下げる

支川 球磨川

氾濫

水位低下
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集落

集落

埋塞による氾濫

治水対策後
の水位

土砂の撤去



球磨川支川の治水対策のイメージ【中流部】

○持続可能な河道の流下能力の維持・向上として、災害復旧事業、堆積土砂の掘削、河川法線の是正などを実施する。
○氾濫水を減らす対策として、堤防強化などを実施する。
○土砂や流木の抑制対策として、砂防と治山えん堤、山腹工、流木止め等を整備するとともに、遊砂地の検討を行う。

中流域対策内容

【仮設土砂止め】

【治山ダム】

【河道掘削】

【山腹工】

81

【流木止め】

【砂防えん堤】

排水機場の耐水化

※対策については変更になる可能性がある



位置図

土砂や流木の抑制対策
・砂防えん堤の整備
・除石（掘削）
・流木止めの整備

人吉市

五木村

水上村

山江村

八代市

八代市

あさぎり町

万江川

山
田
川

小川

中園川

川内川

胸川

小さで川

油谷川

湯山川

球磨川
油谷ダム 内谷ダム

市房ダム

幸野ダム

清願寺ダム

芦北町

百済木川

馬氷川

芋川

庄本川

那良川
鵜川

鹿目川
永野川

宮ケ野川

銅山川

阿蘇川

野間川

天月川

⑧遊水地の検討

④御溝川放水路整備

道路嵩上げによる家屋保全

①築堤・堤防嵩上げ

⑥事前放流支援に伴う河川改修

河川区域

集水域

流域全体で実施する対策
・河道掘削（堆積土砂の掘削）
・災害復旧

河川ごとに実施する対策
①築堤、堤防嵩上げ
②堤防強化
③脆弱部、河川法線の局部改良
④放水路整備
⑤市房ダム再開発
⑥事前放流支援に伴う河川改修
⑦遊砂地の検討
⑧遊水地の検討

国管理河川
県管理河川

浸水範囲を減らす
・輪中堤、二線堤の検討
・宅地嵩上げの検討
氾濫水を早く排除する
・排水機場の耐水化

氾濫域

流域全体
・河道掘削
・災害復旧

③脆弱部、河川法線の局部改良
⑦遊砂地の検討

排水機場の耐水化

⑤市房ダム再開発

球磨村

吉尾川

※対策については変更になる可能性がある

球磨川流域治水対策（主に河川・砂防事業で取組むハード対策） 82
○従来の堤防整備や河道掘削などのハード対策に加え、新たに「流域治水」の考え方を踏まえた流域全体で水害
を軽減させる治水対策に取り組む。
○集水域の土砂や流木抑制対策についても、球磨川流域全体で取り組んでいく。

錦町

相良村 多良木町

湯前町



【球磨川流域治水プロジェクト】での河川区
域における対策（河道掘削）の考え方
【球磨川流域治水プロジェクト】
今回提案した「河川区域での対策」
実施箇所（案）

83

「河川区域での対策」



今回提案した「河川区域での対策」実施箇所（案）（国、県管理河川） 84

全川的な維持掘削（国管理区間・県管理区間[支川含む]）
県管理支川の河川整備（災害復旧・流下能力確保等）

※対策については変更になる可能性がある

：国の対策案

：県の対策案

凡 例

遊水地

水上村

あさぎり町

人吉市

八代市

事前放流支援に対する
河川改修

五木村

山江村

球磨村

芦北町

排水機場の
耐水化

築堤・堤防嵩上げ川
辺
川

球磨川

新たな流水型ダム

引堤
(河道拡幅)

放水路

10k0

20k0

30k0

40k0

50k0

60k0

70k0

80k0

90k0

相良村道路嵩上げ等による
家屋保全

多良木町

湯前町

河道掘削

遊水地

：R2.7出水浸水範囲

：大臣管理区間

遊水地

輪中堤・宅地かさ上げ
※自治体と連携し実施

河川法線の局部改良
・遊砂地

市房ダム
再開発

排水機場の
耐水化



【球磨川流域治水プロジェクト】での河川区域にお
ける対策（河道掘削）の考え方
【球磨川流域治水プロジェクト】
今回提案した「河川区域での対策（案） 」
を実施した場合における水位低減効果の
試算について

85

「河川区域での対策」



今回提案した「河川区域での対策（案）」を実施した場合における
水位低減効果の試算について

86

○今回提案した「河川区域での対策（案）」を実施した場合の令和２年７月洪水を対象とした水位低減効果
の試算を実施。

○その結果、以下に示すとおり「洪水調節施設による流量低減効果」と「河道掘削・引堤による水位低減効
果」を合わせた効果となる。

○引き続き、「河川区域での対策（案）」の検討を進め、改めて水位低減効果を試算していく。

既設の市房ダムで
洪水調節した場合の
ピーク流量（推定）

新たな流水型ダムで
洪水調節した場合の

ピーク流量（推定）

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

約7,400m3/s

約4,800m3/s

約4,300m3/s

約2,600m3/s減 市房ダム再開発
約200m3/s減

市房ダム再開発
及び遊水地で

洪水調節した場合の

ピーク流量（推定）

洪水調節施設による
流量低減効果（人吉地点を例として）

河道掘削による
水位低減効果

河道掘削・引堤を実施
した場合の
水位低減効果

（イメージ）

遊水地
約300m3/s減

※熊本県管理河川（支川）の対策効果は含まない
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距離標 → （km）

：計画堤防高

：計画高水位

：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：現況堤防高（左岸H31）

：現況堤防高（右岸H31）

（T.P.m)

：不等流計算水位（対策実施前）

：不等流計算水位（｢河道掘削･引堤、遊水地、市房ダム再開発、新たな流水型ダム｣による対策実施後）

今回提案した「河川区域での対策（案）」を実施した場合における
水位低減効果の試算について

87

○対策後の水位は、計画高水位を超える区間が存在するが、有堤区間において、概ね現況堤防高以下の水位と
なっている。

※熊本県管理河川（支川）の対策効果は含まない

※対策実施前・後の水位を推定する際には、流出解析モデルにより氾濫が発生しなかった場合の「河道通過流量」を算定し、その流量を用いて不等流計算により水位を推定
本資料の計算水位は一定の与条件による「暫定値」であるため、今後変更の可能性がある。
不等流計算は200m毎に断面設定しており、有効断面の増分が水位低減効果に表現されることとなる。また、計算上、流れの状態（流速・水深等）として想定している
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